
第 16号様式（第９条関係） 
                                        
                            少 量危 険物       貯 蔵   
                                               廃止届出書 
                         指 定可 燃物        取扱い 
 

 

                                                              年   月   日 

 須賀川地方広域消防本部 

    消防長                     様 

                                   届出者   

住所 

                            （電話            番） 

                                          氏名                             

 

貯蔵又は取扱いの場所 

所 在 地 
 

                   

名  称 
 

                     

類、品名及び最大数量 

類 品          名 最 大 貯 蔵 数 量         一日最大取扱数量 

    

貯 蔵 又 は 取 扱 方 法 

の概要 

 

貯蔵又は取扱場所の 

位置、構造及び設備 

の概要 

 

消防用設備等又は特殊

消防用設備等の概要 

 

廃 止 年 月 日 

 

年    月    日 

廃 止 の 理 由 

 

※  受  付  欄 ※  経  過  欄 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 １ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

       ２ 法人にあっては、その名称、代表者氏名、主たる事務所の所在地を記入すること。 

       ３ ※印の欄は、記入しないこと。 

 



第 16号様式（第９条関係） 
                                        
                            少 量危 険物       貯 蔵   
                                               廃止届出書 
                         指 定可 燃物        取扱い 
 

 
                                                             令和〇〇年〇〇月〇〇日 

 須賀川地方広域消防本部 

    消防長                     様 

                                   届出者   

住所 須賀川市丸田町１５３番地 

                           （電話○○○-○○-○○○○番） 

                                          氏名 消防 太郎 

 

貯蔵又は取扱いの場所 

所 在 地 須賀川市丸田町１５３番地 

名  称 
須賀川地方広域消防組合（所有者等が個人の場合は氏名を記

入します。） 

類、品名及び最大数量 

類 品          名 最 大 貯 蔵 数 量         一日最大取扱数量 

第４類 第２石油類 灯油 ５００ℓ ２００ℓ 

貯 蔵 又 は 取 扱 方 法 

の概要 

ホームタンクからボイラーへ燃料を供給 

貯蔵又は取扱場所の 

位置、構造及び設備 

の概要 

工場棟作業室西側敷地 

（施設概要の図面等を添付） 

消防用設備等又は特殊

消防用設備等の概要 
粉末消火器１０型 〇本 

廃 止 年 月 日 

 

令和○○年○○月○○日 

廃 止 の 理 由 老朽化により廃棄処分するため（設備は全て撤去）。 

※  受  付  欄 ※  経  過  欄 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 １ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

       ２ 法人にあっては、その名称、代表者氏名、主たる事務所の所在地を記入すること。 

       ３ ※印の欄は、記入しないこと。 

記入例 
届出に係る区分以外を 

二重線で抹消します。 

少量危険物・指定可燃物を貯蔵し、

又は取り扱う者の住所、氏名を記入

します。 

算定方法 
①油圧装置等による取扱

は、機器または配管の瞬

間最大停滞量を算定し、

記入します。 

②ボイラー、発電設備等

は、実績消費量を算定し、

記入します。 

③指定可燃物は、②を参

考に記入します。 


